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はじめに  
	 NdFeB磁石が開発されてから 30年が経過し、その間に新磁石の探索が長年試みられてきたが、これを越え
るものは見つかっておらず、次世代磁石の開発が強く望まれている。また、磁石性能に加えて資源的な観点

からも既存磁石の飛躍的特性改善や新磁石の開発が必要とされている。L20FeCoは NdFeBに比べて磁気異方
性や飽和磁化が約 50% 大きいと予測されている 1) 2)。また、FeCo/Pt多層膜において、理論値前後の大きな歪
みを生じたとの報告もある 3)。下地膜とのエピタキシャルにより、FeCoに結晶歪みを導入し、磁気特性との
関係を調べた。 

試料作製  
	 試料は、MgO(100)単結晶基板上に、Ar ガス雰囲気中で dc マグネトロンスパッタ法により作製した。到達
真空度は 1〜3×10-7 Paであった。作製された膜の構造は Cu-Kα線を用いた X線回折（XRD）により調べた。
磁化曲線は試料振動型磁力計（VSM）と極カー効果磁束計で測定した。 

結果と考察  
	 IrMn/Pt 下地膜上に作製された各層が単原子層程度の Fe/Co 人工格子膜は、XRD 測定により、単結晶的な
エピタキシャル FeCo 膜が得られ、結晶方位関係は、膜垂直方向が MgO(100)//fcc-Pt(100)//bct-FeCo(100)、膜
面内方向が MgO(100)//fcc-Pt(100)//bct-FeCo(110)であることが確認された（図 1）。下地膜とのエピタキシャル
関係と人工格子の手法を用いることにより、低温での作製が可能となり、界面での拡散を抑制しながら、原

子層レベルでの結晶配向や組成が制御された高品質な FeCo膜が得ることが可能となった。正方晶歪みの大き
さ c/a は，膜厚が薄くなると大きくなり、5nm で 3〜4%程度、3nm 以下では 5〜8%程度である。磁化測定か
らは、保磁力が数 Oe 程度の面内軟磁性膜になっている。大きな異方性を出すためには、理論値に近い 20%
以上の歪みを与えることが重要と思われる。大きな歪みを得るために、下地膜の改良や添加元素などの検討

を行った。別に報告する多層膜とともに、膜厚が薄い（1nm）ところでは大きな磁気異方性の兆候があり、
さらに大きな歪みを与える製膜条件、材料の探索を進行中であ

る。格子歪みや組成依存性などの L20型 FeCo 合金の基本特性
を探索することは、材料設計の指針となる理論計算との整合性

を検討する上でも極めて重要である。また、第３元素の可能性

など、新規な材料を探索するモデル物質としての役割を担うこ

とが期待され、応用的な観点からも重要であると考える。 
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図 1	 エピタキシャルFeCo(11nm)膜のXRDパタ

ーン。（上）面直、（下）面内。	 
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